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� 役場

　老朽化し維持費がかかっていた旧火葬

場の横に新しい火葬場が完成し、３月26

日から供用を開始しました。今月号では

新しい火葬場についてお知らせします。

古平町 火葬場が
完成！

炉前ホール（仏具一式は余市葬祭社中道造花店様より寄贈いただきました）

給湯室

～ＣＯＮＣＥＰＴ～

シンプルな使いやすい建物
バリアフリーで人や棺などの動線に
も配慮された、シンプルながら使い
やすい、大切な人との最期の場に相
応しい厳粛な空間となっています。

自然環境に対応した建物
大雪や塩害、落葉などの自然環境に
対応すべく片流れの屋根や車寄せな
どを整備し、利用しやすく管理もし
やすい建物となっています。

周辺への影響に配慮した建物
火葬場からは煙や臭いがほとんどな
く、出るのは水蒸気程度です。また、
これから行われる外構工事で木を植
えるなど景観にも配慮したものと
なっています。
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役場

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和

２
年
度
に
植
栽
や
駐
車
場
の
整
備
な

ど
の
外
構
工
事
と
旧
火
葬
場
の
解
体

工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ご
不

便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
引

き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　
役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　
☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
37
・
59
）

 ＤＡＴＡ 

住　　所　浜町９３３－１５

敷地面積　３５９４．３５㎡

建築面積　１６２．２０㎡

延床面積　１７２．７０㎡

建ぺい率　４．５１％

容 積 率　４．８０％

構造規模　ＲＣ造　地上２階

最高高さ　約９ｍ

総 工 費　約１億６０００万円

 利用料 

13歳以上　１０，０００円

13歳未満　　７，０００円

６歳未満　　５，０００円

死    体　　３，０００円

肢    体　　３，０００円

胞    衣　　３，０００円

※古平町に住所のない方は、

上記の額の５割増になります。

炉室

小上がり

多目的トイレ
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� 議会

○
　
は
じ
め
に
　

　

令
和
２
年
第
１
回
古
平
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ
の
私
の

所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
前
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
２
月
25
日
に
国
が
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応

策
」
を
ま
と
め
、
水
際
対
策
や
国
内
感
染

症
対
策
の
強
化
等
を
図
る
こ
と
と
し
た
こ

と
か
ら
、
同
日
に
町
と
し
て
の
対
応
方
針

を
決
定
、
翌
26
日
に
は
、
庁
内
に
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議
」
を

設
置
し
、
各
部
署
の
取
り
組
み
内
容
の
確

認
や
情
報
共
有
を
図
り
、
小
中
学
校
の
臨

時
休
校
や
町
主
催
行
事
の
中
止
な
ど
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
な
生
活
を
守
る

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
防

災
無
線
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

な
ど
様
々
な
媒
体
を
通
じ
て
積
極
的
な
注

意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
北
海
道
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
に

努
め
な
が
ら
、
感
染
防
止
に
向
け
て
必
要

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、
特
に
漁
業
で
は
、
消
費

低
迷
に
よ
る
大
幅
な
魚
価
安
、
水
産
加
工

業
や
飲
食
店
で
は
、
購
買
力
の
低
下
や
外

出
自
粛
に
よ
る
販
売
額
の
減
少
な
ど
、
町

内
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま

す
。
国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
注
視
し
、

町
内
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
や
北

海
道
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

必
要
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
新
年
度
に
向
け
た
町
政

執
行
の
所
信
と
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

古
平
町
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
把
握
に

努
め
、
「
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
再
生
と
地

域
資
源
を
生
か
し
た
経
済
の
再
生
」
、
「
コ

ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
」
、
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
重
点
課
題
と
し
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
古
平
町
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
、
経
済
危
機
及
び
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
の
危
機
に
直
面
し
、
地

域
の
活
力
低
下
や
中
心
市
街
地
の
衰
退
に

よ
り
、
ま
ち
の
賑
わ
い
を
喪
失
し
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
の
確
保
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
、
公
共
交
通
の
あ
り
方
な
ど
、

行
政
課
題
も
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
、
古
平
町
を
持
続

可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も

今
ま
で
ど
お
り
維
持
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
事
業
評
価
や

近
隣
市
町
村
の
制
度
と
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

比
較
し
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

な
ど
、
近
隣
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
も
の
で
町
民
生
活

に
大
き
く
影
響
が
あ
る
事
業
を
維
持
し
つ

つ
、
大
変
厳
し
い
判
断
の
も
と
従
来
の
い

わ
ゆ
る
バ
ラ
マ
キ
型
の
手
法
を
用
い
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
第
１
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
計
画
期
間
終
了

と
合
わ
せ
、
令
和
２
年
度
予
算
に
お
い
て

廃
止
、
縮
小
を
行
い
、
本
町
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
事
業
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
町
民

生
活
の
向
上
や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
懸

案
事
項
の
整
理
や
課
題
の
解
決
、
現
状
の

把
握
や
分
析
に
思
い
の
外
時
間
を
要
し
、

具
体
的
な
形
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
、
ま
ち
の
将
来

像
を
示
す
こ
と
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
策
定
し
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
を
計
画
期
間
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
「
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
４
つ
の

基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
思
い
描
く
ま
ち
の
姿
を
共
有
し
な
が

ら
、
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
１
つ
目
の
基
本
目
標
は
、

「
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
」
で
す
。
医
療
・
福

祉
・
商
業
な
ど
の
日
常
生
活
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
維
持
し

な
が
ら
都
市
機
能
の
集
約
を
進
め
る
と
と

も
に
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
再
生
や
生
活

の
利
便
性
向
上
、
防
災
対
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

令
和
２
年
度　

町
政
執
行
方
針
（
抜
粋
）

　
３
月
12
日
に
開
会
し
た
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
で
町
長
が『
町
政
執
行
方
針
』

を
、
教
育
長
が
『
教
育
行
政
執
行
方
針
』
を
述
べ
ま
し
た
。
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議会

　

２
つ
目
の
基
本
目
標
は
「
古
平
町
の
産

業
振
興
を
図
り
、所
得
の
安
定
を
目
指
す
」

で
す
。
獲
る
漁
業
か
ら
つ
く
り
育
て
る
漁

業
な
ど
資
源
管
理
型
漁
業
へ
の
転
換
を
進

め
る
と
と
も
に
、
水
産
加
工
品
の
販
路
拡

大
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、
観

光
と
連
携
し
た
商
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

３
つ
目
の
基
本
目
標
は
「
出
産
・
子
育

て
環
境
の
整
備
と
医
療
・
福
祉
の
充
実
」

で
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む
環

境
づ
く
り
や
町
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に

努
め
る
と
と
も
に
、
人
口
が
減
少
し
て
も

安
心
し
て
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

４
つ
目
の
基
本
目
標
は
「
古
平
町
へ
の

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」
で
す
。
海

産
物
や
水
産
加
工
品
な
ど
食
の
魅
力
を
活

用
し
て
交
流
人
口
と
観
光
消
費
の
拡
大
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
空
き
家
解
消
な
ど
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
移
住
促
進
を
図

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
総
合
戦
略
の
４
つ
の
基
本
方
針

を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度
は
、
「
協
働
で

創
る
住
み
よ
い
や
す
ら
ぎ
の
郷
、
ふ
る
び

ら
」
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
た
「
第
５

次
古
平
町
総
合
計
画
」
が
最
終
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
の
策
定
義
務

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和
３
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
総
合
計
画

を
策
定
し
、
本
町
の
将
来
に
向
け
必
要
な

施
策
を
着
実
に
進
め
、
未
来
へ
の
橋
渡
し

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

古
平
町
は
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
危
機
に

あ
っ
て
も
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
向
上
心
、

そ
し
て
果
敢
な
挑
戦
に
よ
っ
て
新
し
い
時

代
を
切
り
拓
い
て
き
ま
し
た
。

　

古
平
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
歴
史
的
・
文
化
的

資
源
な
ど
、
多
様
な
魅
力
と
資
源
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
多
く
の
資
源
を
活
か
し

な
が
ら
、
次
な
る
世
代
へ
引
き
継
い
で
行

く
た
め
、
「
危
機
突
破
・
未
来
創
造
」
を

町
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
引
き
続
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
基
盤
の
弱
い
古
平
町
が
、

将
来
に
わ
た
り
健
全
で
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
図
る
た
め
、
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
全
力
で
町
政
運

営
に
引
き
続
き
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

○
　
重
点
施
策
　

①
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
再
生

　

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
再
生
と
コ
ン
パ
ク

ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
立
地
適
正
化
計
画
に
基
づ

き
、
都
市
機
能
や
居
住
区
域
の
誘
導
な
ど

に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
で
快
適

な
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
中
心
拠
点
誘
導
複
合

施
設
や
ふ
る
び
ら
１
５
０
年
記
念
広
場
を

中
心
に
、
市
街
地
の
都
市
構
造
を
再
構
築

し
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
再
生
を
引
き
続

き
め
ざ
し
ま
す
。

　

現
役
場
庁
舎
跡
地
に
つ
い
て
は
、
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅
）
と
し
て
の
活

用
を
視
野
に
、
令
和
元
年
度
に
と
り
ま
と

め
た
、
基
本
・
実
施
設
計
を
も
と
に
、
商

工
会
や
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
等
と
協
議
を

開
始
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
設
整
備
や

最
小
の
経
費
で
、
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
地
域
資
源
を
活
か
し
た
経
済
の
再
生

　

地
域
経
済
の
原
動
力
で
あ
る
、
漁
業
と

水
産
加
工
業
の
持
続
的
な
発
展
な
く
し
て
、

古
平
町
の
経
済
危
機
突
破
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
根
ざ
し
た
事
業
活
動
を
継
続
し
て

い
け
る
よ
う
、
経
営
体
質
の
強
化
を
図
り
、

地
域
経
済
の
再
生
を
引
き
続
き
め
ざ
し
ま

す
。

　

漁
業
で
は
、
主
要
魚
種
の
ホ
ッ
ケ
・
エ

ビ
・
ス
ケ
ト
ウ
・
ニ
シ
ン
な
ど
が
軒
並
み

漁
獲
高
を
減
ら
し
て
お
り
、
価
格
の
下
落

に
も
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
減

少
傾
向
に
あ
る
漁
業
生
産
量
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
漁
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
海
域
の
特
性
に
合
っ
た
漁
業
の
振
興

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
産
加
工
業
で
は
、
経
営
体
質
の
強
化

を
は
じ
め
、
販
路
の
拡
大
や
古
平
町
１
５

０
年
を
契
機
に
取
り
組
ん
だ
新
製
品
開
発

の
継
続
支
援
や
水
産
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
行
い
、
水
産
加
工
業
の
更
な
る
発

展
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

ⅰ
　
地
域
医
療
の
確
保

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
町
立
診
療
所
「
海
の

ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
、
当

初
、
週
２
回
半
日
の
限
定
的
な
診
療
体
制

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
現
在
は
週

３
～
４
回
の
半
日
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協

会
（
協
会
病
院
）
の
協
力
を
得
て
、
第
一

次
医
療
の
提
供
を
目
的
に
地
域
の
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
引
き
続
き
運
営
を
行
い
ま

す
。

　

社
会
的
な
医
師
不
足
及
び
看
護
師
な
ど

の
医
療
人
材
不
足
に
よ
り
、
特
に
常
勤
医

の
確
保
に
苦
労
を
し
て
い
ま
す
が
、
社
会

福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
常
勤
医
の
早

期
確
保
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
大
変
御
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
安
定
的
な
第
一
次
医

療
の
提
供
や
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た

第
二
次
医
療
へ
の
円
滑
な
引
継
体
制
の
構

築
に
向
け
、
最
大
限
の
力
で
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
剤
薬
局
に
つ
い
て
は
、
３
月

16
日
よ
り
余
市
町
に
所
在
す
る
調
剤
薬
局

が
、
旧
な
る
み
薬
局
で
開
局
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
町
立
診
療
所
で
の
調

剤
業
務
は
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

ⅱ
　
高
齢
者
福
祉
施
策

　

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
第
８
期
古
平

町
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

町
内
の
高
齢
者
人
口
が
減
少
す
る
中
、
現

在
の
高
齢
者
福
祉
施
策
を
確
認
・
検
証
し
、

サ
ー
ビ
ス
は
足
り
て
い
る
の
か
、
今
後
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の
か
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　

多
角
的
な
検
討
の
結
果
、
本
町
が
抱
え

て
い
る
課
題
解
決
の
た
め
、
最
優
先
に
取

り
組
む
べ
き
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
特
養
）
の
整
備
で
は
な
く
、
有
床
診
療

所
の
再
開
で
も
な
く
、
町
立
診
療
所
の
２

階
を
有
効
活
用
し
た
定
員
19
名
以
下
の
介

護
医
療
院
の
開
設
が
最
善
策
で
あ
る
と
判

断
し
ま
し
た
。

　

介
護
医
療
院
は
、
平
成
30
年
（
２
０
１

８
年
）
に
制
度
が
創
設
さ
れ
た
施
設
で
、

特
養
が
生
活
の
場
に
特
化
し
て
い
る
の
と

は
違
い
、
医
療
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
結
果
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
見
取
り
に
も
対
応
で

き
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
医
療
院
の
開
設
に
よ
り
、

居
宅
系
医
療
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
・
訪

問
リ
ハ
等
）
の
核
と
な
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
ほ
か
、
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
必

要
も
な
く
、
診
療
所
へ
併
設
す
る
こ
と
に

よ
り
看
護
職
員
や
介
護
職
員
等
の
専
門
職

が
少
な
く
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

　

開
設
に
向
け
て
は
、
後
志
広
域
連
合
や

北
海
道
と
の
調
整
、
運
営
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
い
た
だ
く
医
療
法
人
の
確
保
、

常
勤
医
師
、
看
護
職
員
や
介
護
職
員
等
の

専
門
職
の
確
保
な
ど
、
困
難
な
課
題
も
多

数
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服

し
、
令
和
３
年
度
以
降
の
早
期
開
設
を
め

ざ
し
ま
す
。

　

介
護
医
療
院
の
開
設
後
は
、
現
在
の
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス

を
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
へ
転
換
し
、

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
現
在
の
、

高
齢
者
向
け
公
営
住
宅
的
な
機
能
、
ほ
ほ

え
み
く
ら
す
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
メ

ニ
ュ
ー
が
乏
し
く
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
な
い
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

強
化
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
も
併

せ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
地
域
・
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

　

今
、
世
界
は
日
々
刻
々
と
変
化
を
続
け

て
お
り
、
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
現
実
化
す
る
な
ど
、
先
を
見
通
す
こ
と

が
大
変
難
し
い
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
や
社
会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

地
域
を
支
え
る
の
は
人
で
あ
り
、
地
域
の

発
展
は
人
づ
く
り
に
か
か
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
古
平
町
を
も
っ
と
豊
か
に
し
た
い
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い
っ
た
高
い
志
を

持
っ
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
の
担
い

手
と
な
る
人
材
や
地
域
づ
く
り
活
動
を

リ
ー
ド
す
る
人
材
、
未
来
の
古
平
町
を
担

う
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま

す
。
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○
　
主
要
施
策
　

中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
の
整
備

　

中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
庁
舎
検
討
特
別
委
員
会
や

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
地
域
懇
談
会

な
ど
の
意
見
を
参
考
に
基
本
設
計
や
実
施

設
計
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
複

合
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

４
月
上
旬
の
本
体
工
事
の
着
工
に
向
け
、

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交
通
省
、

経
済
産
業
省
及
び
環
境
省
が
所
管
す
る
各

種
補
助
金
を
活
用
し
、
地
方
債
に
つ
い
て

も
起
債
償
還
に
交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎

対
策
事
業
債
や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

及
び
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
債

を
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町
の
財
政

に
大
き
な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
補
正
予
算
や
制
度
改
正
の

動
向
を
注
視
し
、
財
源
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

す
で
に
、
国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
第
三
者
機
関
が
評
価
・
認

証
す
る
、
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表

示
制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
の
最
高
ラ
ン
ク
五

つ
星
と
Ｚ
Ｅ
Ｂ　

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｙ
を
北
海
道

内
の
公
共
施
設
と
し
て
は
初
め
て
、
全
国

の
公
共
施
設
と
し
て
も
２
番
目
に
取
得
し

た
こ
と
は
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

令
和
２
年
２
月
３
日
に
は
、
北
海
道
内
の

自
治
体
と
し
て
は
初
め
て
、
全
国
の
自
治

体
で
54
例
目
の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
行
い
、
２
０
５
０
年
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
こ
の
複
合

施
設
の
整
備
を
契
機
に
併
せ
て
進
め
る
と

と
も
に
、
令
和
３
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
親
し
み
を

も
ち
、
利
用
し
や
す
い
ま
ち
な
か
の
賑
わ

い
再
生
拠
点
施
設
と
し
て
、
施
設
内
容
の

充
実
に
向
け
た
検
討
を
引
き
続
き
進
め
て

い
き
ま
す
。

行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

　

町
の
将
来
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
も
行

財
政
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
町
職
員
の
採
用
募
集
を
行
っ
て
も
、

応
募
者
が
な
く
、
土
木
技
術
者
や
保
育
士

な
ど
の
専
門
職
や
一
般
事
務
職
も
人
材
確

保
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
民
間
の
力
を
活
用
し
、
令
和
元
年
度

は
、
包
括
的
に
給
食
セ
ン
タ
ー
や
公
務
補

等
の
業
務
を
民
間
に
委
託
、
令
和
２
年
度

か
ら
は
、
包
括
業
務
委
託
範
囲
の
拡
大
、

新
た
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
業
務
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

今
後
も
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や

国
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
構
造
改
革
は
、
新
た
な
時
代
に

備
え
る
た
め
、
行
財
政
運
営
の
基
盤
を
つ

く
り
な
が
ら
、
安
定
し
た
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
、
町
の
将
来
を
活
力
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
必
要
な
取
り
組
み
で
す
。
引

き
続
き
事
務
事
業
の
分
野
横
断
的
な
点
検

を
行
い
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

中
央
バ
ス
積
丹
線

　

北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
か
ら
、
積

丹
線
沿
線
４
市
町
で
構
成
す
る
後
志
地
域

生
活
交
通
確
保
対
策
協
議
会
第
一
分
科
会

に
対
し
、
利
用
者
の
減
少
に
起
因
す
る
、

乗
車
密
度
及
び
輸
送
量
の
減
少
に
よ
り
、

令
和
元
年
９
月
ま
で
の
補
助
対
象
期
間
に

お
い
て
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
土
・
日
・

祝
ダ
イ
ヤ
の
減
便
を
実
施
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
収
支
不
足
が
発
生
し
た
と
の
報

告
を
受
け
、
平
成
28
年
度
以
降
発
生
し
て

い
な
か
っ
た
、
沿
線
市
町
か
ら
の
財
政
支

援
が
令
和
２
年
度
か
ら
必
要
な
事
態
に
な

り
ま
し
た
。

　

北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
か
ら
、
収

支
状
況
の
改
善
や
、
国
と
北
海
道
か
ら
の

補
助
金
確
保
の
た
め
、
更
な
る
積
丹
線
の

減
便
や
美
国
か
ら
余
別
間
の
路
線
を
廃
止

す
る
提
案
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
提
案
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

提
案
内
容
が
わ
か
り
次
第
、
皆
さ
ん
に
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
生
活
交
通
の
確
保
の
た
め
、
今
後
も

北
海
道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
、
沿
線
市
町

と
協
力
し
て
、
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

　

町
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
共
交

通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、
地
域
公
共
交

通
活
性
化
法
に
基
づ
く
「
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
」
を
令
和
元
年
度
中
に
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
北
海

道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
に
よ
る
積
丹
線
の

更
な
る
減
便
提
案
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や

交
通
関
係
業
者
と
の
協
議
が
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
お
い

て
も
引
き
続
き
、
関
係
機
関
や
公
共
交
通

の
利
用
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
検
討

を
行
い
計
画
の
策
定
を
進
め
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
地
域
公
共
交
通
網
の
形

成
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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火
葬
場
建
設
事
業
に
つ
い
て

　

建
設
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
火
葬

場
は
、
先
般
竣
工
し
完
成
検
査
を
終
え
ま

し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
造
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
最
期
の
お
別
れ
の
場
と
し
て
厳
粛
で

ふ
さ
わ
し
い
空
間
と
な
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
旧
火
葬
場
の

解
体
及
び
駐
車
場
の
整
備
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
ご
不
便
や
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
広
域
化
推
進
総
合
事
業

　

北
後
志
５
か
町
村
で
構
成
す
る
北
後
志

衛
生
施
設
組
合
で
、
老
朽
化
に
伴
う
施
設

及
び
設
備
の
更
新
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
新
し
く
施
設
を
建
替
え
る
こ
と

は
せ
ず
、
下
水
道
広
域
化
推
進
総
合
事
業

を
利
用
し
、
余
市
町
の
下
水
道
施
設
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
衛
生
施

設
組
合
で
処
理
し
て
い
る
し
尿
及
び
浄
化

槽
汚
泥
を
、
前
処
理
し
た
後
に
下
水
道
施

設
に
投
入
す
る
も
の
で
、
昨
年
度
か
ら
、

国
の
事
業
採
択
を
受
け
る
べ
く
、
北
海
道

と
実
施
主
体
で
あ
る
余
市
町
並
び
に
衛
生

施
設
組
合
と
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
施
設
整
備
の
基
本
設

計
を
予
定
し
て
お
り
、
各
構
成
町
村
で
負

担
す
る
こ
と
と
な
る
費
用
に
つ
い
て
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

米
価
の
値
崩
れ
を
防
ぐ
目
的
で
、
需
要

に
見
合
っ
た
生
産
量
を
設
定
す
る
令
和
２

年
産
米
の
「
生
産
の
目
安
」
が
、
昨
年
末
、

北
海
道
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
は
主
食
用
米
と
そ
れ
以
外

で
16
・
２
㌶
と
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
先
日
開
催
し
た
米
農
家
を
対
象

と
し
た
生
産
者
会
議
で
は
、
１
名
が
作
付

を
行
わ
な
い
こ
と
か
ら
若
干
減
っ
て
14
・

８
㌶
程
度
と
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
酒
米
に
つ
い
て
は
、
作
付
農
家
１
名

増
で
１
・
３
㌶
程
度
の
作
付
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

鳥
獣
に
よ
る
令
和
元
年
の
農
作
物
へ
の

被
害
状
況
が
、
先
日
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

前
年
に
比
べ
て
被
害
額
、
被
害
面
積
と
も

に
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

猟
友
会
余
市
支
部
古
平
分
区
の
協
力
を
得

な
が
ら
継
続
し
て
適
切
な
駆
除
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

漁
業
の
振
興

　

水
産
資
源
の
減
少
か
ら
「
つ
く
り
育
て

る
漁
業
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
た
め
、

令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
、
「
ウ
ニ
種
苗

放
流
事
業
」
や
「
ヒ
ラ
メ
稚
魚
放
流
事
業
」

に
助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
月
30
日
に
成
立
し
た
国
の
令

和
元
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
水
産
業
競
争

力
強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業
に
東
し
ゃ
こ

た
ん
漁
協
の
冷
凍
冷
蔵
施
設
を
申
請
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
２
月
27
日

に
正
式
に
補
助
金
の
内
示
を
受
け
ま
し
た
。

新
施
設
は
年
内
の
完
成
予
定
で
、
現
施
設

の
解
体
を
含
め
た
一
連
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
２
月
ま
で
を
工
期
と
し
て

い
ま
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
で
あ
る
古
平
漁
港
の
令

和
２
年
度
の
整
備
は
、
防
災
上
重
要
な
位

置
付
け
を
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ス
５
．
０
ｍ

岸
壁
（
通
称
「
中
央
埠
頭
」
）
の
耐
震
補

強
を
行
う
ほ
か
、
漁
協
本
所
前
の
東
防
波

堤
の
越
波
対
策
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
重
ね
て
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
蓄
養
施
設
の
整
備
は
、
試

験
調
査
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

商
工
業
の
振
興

　

町
内
商
店
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
や
人
口
減
少
に
伴
う
地
元
で
の
購
買
力

低
下
等
か
ら
、
大
変
厳
し
い
経
営
環
境
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
に

あ
っ
て
、
商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
一
定
程
度
の
町
内
消
費
を
確

立
で
き
る
こ
と
や
、
新
た
な
消
費
を
誘
引

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
令
和
２

年
度
も
引
き
続
き
同
額
を
助
成
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
の
振
興

　

経
済
産
業
省
の
所
管
す
る
「
も
の
づ
く

り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
」、
「
小
規

模
事
業
者
持
続
化
発
展
補
助
金
」
等
の
中

小
企
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
に
つ
い
て
、

北
海
道
経
済
産
業
局
の
支
援
を
い
た
だ
き
、

商
工
会
と
連
携
し
説
明
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
合
計
６
件
の
採
択
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
申
請
に
向
け
、
事
業
者

数
件
か
ら
相
談
が
あ
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
商
工
会
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
制
度
の
活
用
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

観
光
施
策

　

本
町
の
代
表
的
な
観
光
施
設
の
１
つ
で

あ
り
ま
す
家
族
旅
行
村
の
運
営
方
針
で
あ

り
ま
す
が
、
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
に

お
け
る
一
般
質
問
で
も
答
弁
し
た
と
お
り
、

今
年
１
年
か
け
て
一
定
の
方
向
性
を
見
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

夏
場
の
運
営
は
、
ケ
ビ
ン
の
多
く
が
築

35
年
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
、

大
規
模
な
電
気
設
備
の
法
的
改
修
が
必
要

と
な
る
た
め
、
入
込
数
な
ど
を
含
め
て
総
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合
的
に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
キ
ー
場
部
分
に
つ
い
て
は
、
斜

面
や
リ
フ
ト
の
現
状
か
ら
再
開
は
不
可
能

な
状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、
別
の
利
活
用

方
法
も
併
せ
て
模
索
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

令
和
２
年
１
月
末
現
在
で
２
億
８
７
４

９
万
円
、
対
前
年
比
１
７
６
．
８
％
と
大

き
く
寄
付
を
伸
ば
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
要
因
は
総
務
省
通
知
の
範
囲
内
で
、
各

委
託
業
者
が
魅
力
あ
る
返
礼
品
を
提
供
し

て
く
れ
た
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
を
２
社
増
や
し
た
こ
と
で
あ
り
、
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
が
出
来
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
こ
れ
か
ら
も
総
務
省
通
知
を
忠
実

に
守
り
、
制
度
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
地
酒
「
古
平

（
ふ
る
び
ら
）」
な
ど
を
新
た
な
返
礼
品
に

加
え
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
面
か
ら
古

平
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
施
策

　

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業
で
は
、
丸
山

３
号
橋
及
び
丸
山
６
号
橋
の
修
繕
工
事
を
、

稲
荷
橋
で
は
実
施
設
計
を
、
道
路
ス
ト
ッ

ク
修
繕
事
業
で
は
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
１

７
１
ｍ
を
、
道
路
照
明
更
新
事
業
で
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
85
基
を
、
除
雪
車
両
保
管
庫
建
設

事
業
で
は
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
事
業
で
は
、
河
川
維
持
と
し
て

チ
ョ
ペ
タ
ン
川
、
冷
水
川
、
丸
山
川
及
び

関
口
の
沢
川
の
河
床
掘
削
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

公
園
照
明
更
新
事
業
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
８

基
の
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
事
業
で
は
、
除
却
が
可
能
な
清
丘

団
地
２
棟
４
戸
、
御
崎
団
地
１
棟
３
戸
及

び
栄
団
地
１
棟
５
戸
の
解
体
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
補
助
で

は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
工
事
、
耐
震
改

修
工
事
及
び
下
水
道
接
続
工
事
に
対
し
て

補
助
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー

５
２
４
個
の
更
新
を
継
続
事
業
で
予
定
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
３
月
19
日
の
断

水
事
故
を
受
け
、
導
水
管
の
み
な
ら
ず
水

道
施
設
全
体
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
施
設
全
体
の
更
新
計
画
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
下
水
道
管
理

セ
ン
タ
ー
で
電
気
設
備
更
新
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
計
画
は
令

和
２
年
度
で
計
画
期
間
が
満
了
す
る
た
め
、

次
期
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

４
　
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算

　

　

古
平
町
の
財
政
は
、
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財
政
を
維
持

す
る
た
め
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
全
て

の
事
業
を
分
野
横
断
的
に
再
点
検
し
「
選

択
と
集
中
」
の
視
点
に
立
っ
て
、
予
算
を

編
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
２
年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般
会

計
46
億
５
５
０
０
万
円
、
特
別
会
計
１
億

９
５
９
０
万
円
、
公
営
企
業
会
計
３
億
９

４
３
０
万
円
、
合
計
52
億
４
５
２
０
万
円

で
す
。

　

前
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、
一
般
会
計

で
は
、
34
・
０
％
の
増
、
特
別
会
計
で
は
、

２
・
３
％
の
増
、
公
営
企
業
会
計
で
は
、７
・

４
％
の
減
、
全
会
計
で
は
、
28
・
２
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一

般
会
計
の
建
設
事
業
費
が
中
心
拠
点
誘
導

複
合
施
設
の
建
設
に
よ
り
、
13
億
８
７
４

１
万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
９
億
８
９
４

５
円
の
増
、
前
年
と
比
較
し
ま
す
と
３
．

５
倍
の
予
算
計
上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

一
般
財
源
総
額
は
対
前
年
比
５
９
０
０
万

円
の
増
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
古
平
町
の

財
政
に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず
に
予
算
編

成
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

５
　
む
す
び
に
　

　

以
上
、
町
政
運
営
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
の
、
私
の
所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
行
す
る
中
、
持
続
的
な
経
済
成
長

を
実
現
す
る
た
め
、
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
．
０
」
の
実
現
を
掲
げ
、
人
づ
く
り
革

命
や
働
き
方
改
革
、
所
得
向
上
策
の
推
進
、

地
方
創
生
の
推
進
と
し
て
観
光
・
農
林
水

産
業
活
性
化
に
よ
る
成
長
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ

ｙ
５
．
０
」
、
地
方
創
生
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

国
土
強
靱
化
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻
く
情

勢
や
社
会
の
変
化
に
も
目
を
向
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
国
の

政
策
を
取
り
込
む
に
当
た
り
ま
し
て
も
、

時
勢
を
踏
ま
え
て
、
古
平
町
の
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
を
確
実
に

見
極
め
た
上
で
、
各
種
政
策
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

古
平
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
決
し
て

容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
重
要

課
題
に
対
し
具
体
的
な
成
果
を
め
ざ
し
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
町
議
会
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

令
和
２
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。
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令
和
２
年
第
１
回
古
平
町
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
所
管
す
る
教
育
行
政

の
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

超
ス
マ
ー
ト
社
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
．
０
）
の
実
現
に
向
け
た
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
を
は
じ
め
と
す
る
科
学
技
術
の
急
速

な
進
歩
や
少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
社
会
構
造
が
劇
的

に
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
予
測
で
き
な
い

変
化
を
前
向
き
に
受
け
止
め
、
豊
か
な
感

性
を
働
か
せ
な
が
ら
、
多
様
な
他
者
と
協

働
し
て
、
社
会
や
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各

学
校
に
お
い
て
、
必
要
な
学
習
内
容
を
ど

の
よ
う
に
学
び
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能

力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
か
を

教
育
課
程
で
明
確
に
し
、
学
校
と
地
域
が

協
働
し
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
よ

さ
や
可
能
性
を
伸
ば
し
、
新
し
い
時
代
を

切
り
開
い
て
ゆ
く
た
め
の
「
生
き
る
力
」

を
育
む
学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ

る
中
で
、
す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
じ
て

学
び
続
け
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
活

躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
30
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
「
第
４
次
古
平
町
社
会

教
育
中
期
計
画
（
平
成
30
～
34
年
度
）
」

に
基
づ
き
、
生
涯
を
通
し
て
積
極
的
に
学

び
、
そ
の
成
果
を
活
か
せ
る
社
会
教
育
活

動
、
地
域
文
化
や
歴
史
を
継
承
し
心
豊

か
な
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
文
化
活
動
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
基
盤
と
な
り
心
身
と

も
に
健
全
な
人
づ
く
り
を
め
ざ
す
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進
を
重
点
と
し
て
社
会
教
育

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

①
確
か
な
学
力
の
育
成

　

学
校
教
育
で
は
、
発
達
の
段
階
や
特
性

等
を
踏
ま
え
、
生
き
て
働
く
「
知
識
及
び

技
能
」
の
習
得
、
未
知
の
状
況
に
も
対
応

で
き
る
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
」
の
育
成
、
学
び
を
人
生
や
社
会
に
活

か
そ
う
と
す
る
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人

間
性
等
」
を
涵
養
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
学
校
に
お
い

て
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

視
点
に
基
づ
き
、
小
中
連
携
に
よ
る
義
務

教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
教
育
を
め

ざ
し
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
な
ど

を
活
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の

状
況
に
応
じ
た
「
で
き
る
」
を
実
感
す
る

授
業
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、
少
人
数

指
導
な
ど
の
個
に
応
じ
た
指
導
や
放
課
後

学
習
な
ど
の
補
充
学
習
の
充
実
、
家
庭
と

連
携
し
た
学
習
習
慣
の
定
着
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

外
国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
小
学
校
で
完
全
実
施
さ
れ
る
新
学

習
指
導
要
領
に
基
づ
く
小
学
校
３
・
４
年

生
の
外
国
語
活
動
、
５
・
６
年
生
の
外
国

語
教
育
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、

小
中
学
校
の
連
携
し
た
取
り
組
み
や
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
派
遣
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
る
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
外
国
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
り
、
家
庭
学
習

の
習
慣
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
学
校
と

連
携
し
な
が
ら
「
放
課
後
ふ
る
び
ら
塾
」

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

② 

健
や
か
な
体
と
豊
か
な
心
を
育
む 

教
育
の
推
進

　

体
力
は
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
源

で
あ
り
、
人
間
の
健
全
な
発
達
・
成
長
を

支
え
、
健
康
的
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る

上
で
大
変
重
要
で
す
。
全
国
体
力
・
運
動

能
力
調
査
で
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
の
体

力
は
年
々
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
全
身
持

久
力
な
ど
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
調

査
結
果
を
活
用
し
、
体
育
専
科
教
員
を
中

心
と
し
た
授
業
改
善
、
小
中
学
校
の
連
携

し
た
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
が
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
見
て
い
る
時
間
が
長
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
を
安
全

に
正
し
く
利
用
す
る
た
め
の
知
識
を
身
に

付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
庭
と
連
携
し

て
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

健
康
な
心
身
を
育
む
た
め
に
、
食
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身

に
付
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
本
町
の
子

ど
も
た
ち
は
、
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
割
合

が
低
い
な
ど
の
食
生
活
の
乱
れ
等
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
栄
養
教
諭
を
中
心
と
し

て
学
校
全
体
で
、
食
事
の
重
要
性
や
楽
し

さ
、
心
身
の
成
長
の
た
め
に
望
ま
し
い
栄

養
や
食
事
の
と
り
方
な
ど
の
理
解
を
深
め

る
指
導
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
町
の
地
場
産
物

教
育
行
政
執
行
方
針

（
抜
粋
）
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を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
衛
生

管
理
の
徹
底
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
的
確
な
把

握
・
対
応
な
ど
を
図
り
、
安
全
で
安
心
な

給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
心
を
育
む
た
め

に
は
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
自
分

の
価
値
を
認
識
し
つ
つ
他
者
と
協
働
す
る

こ
と
の
重
要
性
な
ど
を
実
感
し
、
理
解

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
学
校
で
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
中
心

に
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
を
要
と
し
て
、

学
校
全
体
で
子
供
た
ち
の
発
達
の
段
階
等

を
考
慮
し
た
道
徳
教
育
を
推
進
し
、
お
互

い
を
大
切
に
し
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て

他
者
と
と
も
に
、
よ
り
よ
く
生
き
る
基
礎

と
な
る
道
徳
性
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
各
学
校
で
実
施
し
て
い

る
「
海
洋
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
海

に
関
す
る
学
習
を
深
め
る
と
と
も
に
、
漁

業
や
農
業
に
携
わ
る
方
々
の
ご
協
力
に
よ

る
漁
業
体
験
や
農
業
体
験
、
出
前
授
業
、

関
係
団
体
の
ご
協
力
に
よ
る
本
町
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
「
た
ら
つ
り
節
踊
り
」
や
「
正

調
越
後
盆
踊
り
」
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、

自
己
の
生
き
方
を
考
え
、
進
ん
で
地
域
社

会
に
関
わ
る
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と
古
平
を
大
切
に
思
う
心
を
育
ん

で
い
き
ま
す
。

　

教
育
上
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

た
ち
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
個
々
の
実
態

を
的
確
に
把
握
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
継
続
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
支
え
る
た
め
に
、
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
担
当
と
連
携

し
て
一
人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
校
内

体
制
の
整
備
、
特
別
支
援
学
校
の
パ
ー
ト

ナ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
事
業
の
活
用
な
ど
を

進
め
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

読
書
活
動
は
、
読
解
力
や
想
像
力
、
表

現
力
な
ど
を
育
み
、
自
ら
学
ぶ
楽
し
さ
を

味
わ
い
、
知
的
探
求
心
を
培
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書
習

慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
司
書
の
配
置
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ご
協
力
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な

ど
に
よ
り
、
読
書
活
動
の
活
発
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
連
携

し
て
、
子
ど
も
の
読
書
に
親
し
む
機
会
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③ 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
、 

地
域
と
の
連
携

　

「
教
育
は
人
な
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
教
員
の
資
質
能

力
は
重
要
で
あ
り
、
教
員
に
は
絶
え
ず
研

修
に
努
め
資
質
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
校
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
の
校
内
研
修

の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

研
修
機
会
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

教
職
員
に
よ
る
自
主
的
な
研
究
、
研
修
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
む
た

め
に
は
、
学
校
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
令
和
２
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
組
織
し
て
、
「
よ
り
よ
り
学
校
教

育
を
通
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
」
と

い
う
理
念
を
共
有
し
、
学
校
と
地
域
が
力

を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
安
心
し
て
学
ぶ

た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
人
間
関

係
が
重
要
で
す
。
各
学
校
で
「
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
の
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
解
消
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
み
、
い
じ
め

の
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
支
援
相
談
員
を
配
置

し
、
ま
な
び
の
教
育
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、
関
係
機
関

が
連
携
し
て
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
に
対

応
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
学
校
内
外
で
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
各
学
校
で
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
・
見
直
し
、
安
全
教

育
、
教
職
員
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
や
関
係
機
関

と
連
携
し
た
通
学
路
の
点
検
な
ど
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

教
員
が
充
実
し
た
指
導
を
行
う
た
め
に
、

健
康
で
い
き
い
き
と
や
り
が
い
を
も
っ
て

働
き
な
が
ら
、
学
校
教
育
の
質
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
「
古

平
町
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
勤
務
状
況

の
把
握
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
な
ど
を
進

め
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
、
教
員
が
教
育
活
動
に
専
念

で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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社
会
教
育
の
充
実

生
涯
学
習
の
推
進
体
制

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
生
涯
を
通

じ
て
学
び
、
そ
の
学
習
の
成
果
を
地
域
で

活
か
し
、
住
民
自
身
が
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
に
な
る
た
め
に
、「
学
び
」
と
「
活
動
」

を
循
環
さ
せ
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
学
習
機

会
な
ど
を
設
け
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動

事
業
、
各
種
学
習
活
動
で
の
地
域
人
材
の

活
用
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
拠
点
誘
導
複
合
施
設
に
設

置
さ
れ
る
図
書
館
開
設
に
向
け
て
、
図
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き

る
力
」
の
基
礎
と
な
る
資
質
や
能
力
を
育

成
す
る
、
す
べ
て
の
教
育
の
原
点
で
あ
り

ま
す
が
、
近
年
の
核
家
族
化
や
地
縁
的
な

つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
っ
て
家
庭

の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
一
定
期

間
親
元
を
離
れ
て
集
団
宿
泊
生
活
を
行
い

な
が
ら
学
校
に
通
学
す
る
「
ふ
る
び
ら
通

学
合
宿
」
や
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
」
運
動
な
ど
を
行
い
、
望
ま
し
い
生
活

習
慣
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
な
ど
の
読
書
活
動
推
進
事
業
や

家
庭
で
ゲ
ー
ム
な
ど
を
使
わ
な
い
時
間
を

設
け
る
「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
実
施
、
保
護
者
向
け
学
習
機
会
の
提
供

な
ど
を
行
い
、
家
庭
教
育
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

青
少
年
教
育
で
は
、
社
会
の
変
化
に
主

体
的
に
関
わ
り
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
の

で
き
る
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
大
切
さ
や
他

者
と
協
働
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
さ

せ
る
「
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
王
国
」
、
海

洋
性
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
、
体
験

活
動
の
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
異

業
種
交
流
事
業
な
ど
を
行
い
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
青
年
層
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

成
人
教
育
で
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
人

材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
英
会
話
教

室
や
文
化
教
室
な
ど
の
学
習
機
会
の
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
関
係
団

体
の
活
動
を
支
援
し
、
自
主
的
な
学
習
活

動
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
教
育
で
は
、
主
体
的
な
学
び
を

支
援
し
、
学
習
活
動
が
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
活
か
さ
れ
る
学
習
機
会
の
提
供
、
社
会

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
が

自
ら
学
び
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
60
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
と
し
た
「
た

け
な
わ
学
級
」
や
文
化
教
室
、
健
康
教
室

な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の

も
つ
豊
か
な
知
識
や
技
術
、
経
験
を
還
元

で
き
る
よ
う
地
域
学
校
協
働
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
の
参
加
を
奨
励
し

て
い
き
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
は
、
人
々
の
創
造
性
や

表
現
力
を
高
め
、
心
豊
か
な
社
会
の
形
成

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
芸
術
文
化
団
体
の
会
員
数
が

減
少
し
、
指
導
者
が
不
足
す
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
文
化
団
体
連
絡
協

議
会
な
ど
の
活
動
を
支
援
し
、
伝
統
芸
能

の
伝
承
者
の
育
成
や
文
化
祭
な
ど
の
成
果

を
発
表
す
る
機
会
の
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
、
ふ
る
び
ら
ゆ
か
り
の
詩
人
吉
田
一

穂
の
資
料
や
民
俗
資
料
の
展
示
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促

し
、
地
域
の
活
性
化
の
役
割
も
果
た
す
こ

と
か
ら
、
本
町
で
は
「
み
ん
な
の
ス
ポ
ー

ツ
町
（
タ
ウ
ン
）
」
宣
言
を
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
よ
り
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
会
員
数
の
減

少
、
指
導
者
不
足
な
ど
の
課
題
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
な
ど
と
連
携
し
、
健
康
教
室
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
な
ど
を
開
催
し
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
指
導
者
研
修
会
へ
の
参

加
の
奨
励
を
図
る
と
と
も
に
、
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

実
施
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
支
援
を
進

め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
町
の
学
習
活
動
、
文
化
活
動
の
拠
点

で
あ
る
文
化
会
館
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠

点
で
あ
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
を

図
り
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
総

合
教
育
会
議
等
で
町
長
と
相
互
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
本
町
の
未
来
を
支
え
る
子

ど
も
た
ち
を
地
域
ぐ
る
み
で
育
む
学
校
教

育
の
充
実
と
、
町
民
一
人
一
人
が
生
き
生

き
と
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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議会

第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

　
３
月
12
日
か
ら
開
会
し
た
第
１
回
定
例

会
で
は
、
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
の
ほ

か
、
次
の
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
11
号
〉 

〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
現
行
予
算
か
ら
１
９
５
１
万
９
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
41
億
１
９
３
９
万

２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

事
業
費
確
定
に
よ
る
整
理
補
正
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
12
号
〉 

〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
現
行
予
算
か
ら
１
１
３
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
を
１
億
３
７
６
２
万
４
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
事
業
費

確
定
に
よ
る
整
理
補
正
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
13
号
〉 

　
　
　
〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
現
行
予
算
か
ら
２
１
１
万
２
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
６
４
７
１
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
事
業

費
確
定
に
よ
る
整
理
補
正
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
14
号
〉 

　
　
　
　
〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
現
行
予
算
か
ら
８
４
６
万
２
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
を
１
億
６
４
５
６
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

事
業
費
確
定
に
よ
る
整
理
補
正
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
15
号
〉

　 

　
　
　〈
原
案
可
決
〉

令
和
元
年
度
古
平
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
現
行
予
算
か
ら
１
１
５
１
万
４
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
億
９
９
８
３
万

３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

事
業
費
確
定
に
よ
る
整
理
補
正
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
16
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案　
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

年
間
１
０
０
分
の
４
４
５
か
ら
、
１
０
０

分
の
４
５
０
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
17
号
〉 

　
　
　〈
原
案
可
決
〉

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
特
別
職
の
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
年

間
１
０
０
分
の
４
４
５
か
ら
、
１
０
０
分

の
４
５
０
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
18
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び

勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
古
平
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
を
年
間
１
０
０
分
の
４
４

５
か
ら
、
１
０
０
分
の
４
５
０
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
19
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
案

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
及
び
廃
止
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
20
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
附
属
機
関
設
置
条
例
案

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
現
在
の
委
員
会
や
協
議
会
等
を
地
方

自
治
法
第
１
３
８
条
の
４
第
３
項
に
基
づ

く
附
属
機
関
と
し
て
整
理
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
21
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
立
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
改
正
に
伴

い
、
健
康
診
断
料
の
点
数
を
10
円
80
銭
か

ら
11
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
22
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
農
業
委
員
会
委
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
古
平
町
の
農
業
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
古
平
町
農
業
委
員
会
委
員
の
定
数

を
８
人
か
ら
５
人
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
23
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
自
然
環
境
、
景
観
等
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す

る
条
例
案

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
者
の
、

無
秩
序
な
開
発
に
よ
る
住
民
へ
の
悪
影
響

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
条
例
を
新
規

制
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
24
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案

　
道
路
法
施
行
令
改
正
に
伴
い
、
道
路
占

用
料
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
25
号
〉 

　
　
　
　〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

　
民
法
改
正
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
の
あ

る
契
約
書
を
連
帯
保
証
人
の
な
い
請
書
に

変
更
す
る
な
ど
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
26
号
〉 

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
現
行
予
算
に
67
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
６
５
３
８
万
９
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
の
増
額
補
正
で
す
。
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� 議会

▼
一
般
会
計
の
概
要

　
令
和
２
年
度
の
予
算
が
、
第
１
回
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初

予
算
は
過
去
最
大
の
46
億
５
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計
の
歳
入
（
収
入
）

　
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
の
う

ち
町
税
は
前
年
度
か
ら
横
ば
い
の
２
億
５

１
２
万
１
千
円
。
寄
附
金
は
ふ
る
さ
と
納

税
の
増
加
を
見
込
み
、
前
年
度
か
ら
１
億

５
５
０
０
万
円
増
の
２
億
８
５
０
０
万
１

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
総

額
は
９
億
７
１
９
４
万
７
千
円
で
全
体
の

20
・
88
％
で
す
。

　
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
道
支
出
金
、

町
債
（
借
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
は
36
億

８
３
０
５
万
３
千
円
と
79
・
12
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
収
入
不
足

を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）

を
１
億
１
９
９
万
円
取
り
崩
す
構
成
で
す
。

▼
一
般
会
計
の
歳
出
（
支
出
）

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
、
建
設
事
業
費
は

複
合
施
設
の
建
設
開
始
に
伴
い
、
前
年
度

に
比
べ
９
億
８
９
４
５
万
円
増
の
13
億
８

７
６
４
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
を
見
込

ん
だ
影
響
で
、
需
用
費
や
委
託
料
な
ど
の

物
件
費
が
前
年
度
か
ら
１
億
１
３
４
１
万

２
千
円
増
の
７
億
５
０
１
０
万
３
千
円
。

積
立
金
が
前
年
度
か
ら
６
４
８
０
万
円
増

の
１
億
２
７
１
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
全
会
計
は
52
億
４
５
２
０
万
円

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全

会
計
の
予
算
総
額
は
前
年
度
に
比
べ
11
億

５
３
０
０
万
円
増
の
52
億
４
５
２
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

は
前
年
度
か
ら
わ
ず
か
に
増
加
し
２
億
８

１
３
１
万
円
９
千
円
。
ま
た
、
基
金
（
貯

金
）
は
16
億
１
７
５
５
万
４
千
円
と
前
年

度
か
ら
１
億
４
７
８
３
万
円
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

一般会計の歳入一般会計の歳出

建設事業費
13億8764万1千円

物件費
7億5010万3千円

人件費
6億2231万8千円

扶助費
4億6516万7千円

公債費
4億2481万3千円

補助費等
3億7965万9千円

繰出金
3億5245万8千円

その他
2億7284万1千円

地方交付税
18億5700万0千円

町債
9億2910万0千円

国庫支出金
6億1429万1千円

寄附金
2億8500万1千円

繰入金
2億7821万2千円

町税
2億0512万1千円

その他
4億8627万5千円

会計別の予算額

区　　　分
予　　　　　算　　　　　額

令和２年度(Ａ) 令和元年度(Ｂ) 比較(Ａ－Ｂ) 増減率(Ａ－Ｂ)／(Ｂ)

一 般 会 計 46億5,500万円 34億7,500万円 11億8,000万円 34.0％

特 別 会 計 1億9,590万円 1億9,150万円 440万円 2.3％

国 民 健 康 保 険 事 業 1億2,620万円 1億2,680万円 ▲60万円 ▲0.5％

後 期 高 齢 者 医 療 6,970万円 6,470万円 500万円 7.7％

公 営 企 業 会 計 3億9,430万円 4億2,570万円 ▲3,140万円 ▲7.4％

簡 易 水 道 事 業 1億4,800万円 1億7,300万円 ▲2,500万円 ▲14.5％

公 共 下 水 道 事 業 1億9,700万円 2億930万円 ▲1,230万円 ▲5.9％

介護保険サービス事業 4,930万円 4,340万円 590万円 13.6％

総　　額 52億4,520万円 40億9,220万円 11億5,300万円 28.2％

一
般
会
計
歳
入
歳
出

過
去
最
大
の
46
億
５
５
０
０
万
円

令和２年度
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　古平町に住所を有する満75歳以上の方を対象に、古平町温
泉保養センターの優待券（入館無料回数券）を配布いたします。

　１　対 象 者　　昭和21年４月１日以前に生まれた方
　２　配布申請　　22枚綴１冊を、申請された使用者本人にお渡しします。
　　　　　　　　　代理人への配布はできませんので、温泉利用の折に本人が申請してください。
　３　使　　用　　配布を受けた入館無料回数券は、本人以外の方は使用できません。
　４　使用期間　　令和２年４月１日から令和３年３月31日までの１年間有効。
　５　問い合せ　　日本海ふるびら温泉「しおかぜ」☎４２－２２９０
　６　受　　付　　令和２年４月１日午前10時から温泉で随時受付します。
　７　そ の 他　　申請書に印鑑が必要ですので、ご持参ください。
　　　　　　　　　入館無料回数券は、お申し込み次第お渡しします。
　　　　　　　　　回数券作成のため、写真撮影にご協力ください。
　※優待券は、75歳となった本人に配布されるもので本人以外は利用できません。
　�夫婦間で譲り受けることも禁止です。本人以外の利用を発見した場合は、今後の配布について検討
します。ルールを守って気持ち良くご利用ください！

令和２年度　
日本海ふるびら温泉「しおかぜ」

温泉優待券を配布します

　注目！
　　希望者は、家族旅行村指定管理者
　　　　　　☎０１３４－２７－６２０２まで（随時受け付けます）

◆作 業 内 容　ケビン・公衆トイレ等施設内の整理・清掃等
◆募集対象及び賃金　９００円／時間
◆雇 用 期 間　期間：５月ゴールデンウィーク、７月中旬～８月中旬の夏休み期間
　　　　　　　　　　　　　ほか主に５月～10月上旬の土曜日
　　　　　　　　　　時間：午前９時～午後２時頃の間
　　　　　　　　　　　　　（ケビンの申込み状況によって作業時間数が変わります）

家族旅行村オープンのお知らせ!!
旅行村開設期間：５月２日オ－プン～10月中旬予定
予　約　受　付：４月１日～　
　　　　　　　　　（平日AM9：00からPM５:00まで）

ケビン１棟に
　　ふるびら温泉券とパークゴルフ券各２枚進呈
ほか季節により
　　ケビン料金を１～２割引のサービスもあります！

　◆受付・お問い合わせ先 ： 古平家族旅行村　☎0135-42-4200
　※�ただし、４／１～オープン前日(土・日は休み)までのご予約先は、指定管理者　太平ビルサービス
㈱小樽営業所　☎0134-27-6202となりますのでよろしくお願いします。

古平家族旅行村パート・タイマーを募集します。
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みんなで防ごう
新型コロナウイルス感染症

～ 家庭で体調不良の方が出た場合の８つのポイント ～
ポイント①
部屋をわけましょう
◆個室にしましょう。食事や寝るときも別室に。
・子どもがいる方、部屋数が少ない場合など、部
屋を分けられない場合には、少なくとも２ｍ以
上の距離を保ったり、仕切りやカーテンなどを
設置することをおすすめします。

・寝るときは頭の位置を互い違いになるようにし
ましょう。

◆体調が悪い方は極力部屋からでないようにしま
しょう。

・トイレバスルームなど共有スペースの利用は最
小限に。

ポイント②
マスクをつけましょう
◆使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでく
ださい。

◆マスクの表面には触れないようにしてください。
・マスクを外すときには、ゴムやひもをつまみま
しょう。

◆マスクを外した後は必ずせっけんで手を洗いま
しょう。（アルコール手指消毒剤でも可）

※マスクが汚れたときは、すぐに新しい清潔な乾
燥マスクと交換。※マスクがないときに咳やく
しゃみをする場合、ティッシュなどで口と鼻を覆う。

ポイント③
手で触れる共有部分を消毒しましょう
◆共用部分（ドアノブ、ベッド柵等）は、薄めた
市販の家庭用塩素系漂白剤で拭いた後、水拭き
しましょう。

・物に付着したウイルスはしばらく生存します。
・家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸ナ
トリウムであることを確認し、使用料の目安に
従って薄めて使用してください（目安となる濃
度は0.05％です（製品の濃度が６％の場合、水
３Ｌに液を25ｍｌです）。

◆トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、
家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう。

・タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通
常の洗濯や洗浄でかまいません。

・感染者の使用したものを分けて洗う必要はあり
ません。

◆洗浄前のものを共用しないようにしてください。
・特にタオルは、トイレ、洗面所、キッチンなど
では共用しないよう注意しましょう。

ポイント④
感染者のお世話はできるだけ限られた方で
◆心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、
免疫の低下した方、妊婦などが感染者のお世話
をするのは避けてください。

ポイント⑤
こまめに手を洗いましょう
◆こまめにせっけんで手を洗いましょう、アル
コール消毒をしましょう。

・洗っていない手で目や鼻、口などを触らないよ
うにしてください。

ポイント⑥
換気をしましょう
◆定期的に換気してください。
・共有スペースや他の部屋も窓を開け放しにする
など換気をしましょう。

ポイント⑦
汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう
◆体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手
袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で選択
し、完全に乾かしてください。

・糞便からウイルスが検出されることもあります。

ポイント⑧
ごみは密閉して捨てましょう
◆鼻をかんだティッシュはすぐにビニール袋に入
れ、室外に出すときは密閉して捨ててください。

・その後は直ちにせっけんで手を洗いましょう。

●�体調の悪い方は外出を避けてください。

●�ご家族、同居されている方も熱を測る

など、健康観察を行い、不要不急の外

出は避け、特に咳や発熱などの症状が

あるときには、職場などに行かないで

ください。



2020.4�広報ふるびら17

情報

相談や受診の目安は

１　相談・受診の前に心がけること

　○発熱等の風邪症状が見られるときは、学校や会社を休み外出を控える。

　○発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定し記録しておく。

２　帰国者・接触者相談センターにご相談いただく目安

　○以下のいずれかに該当する方は、帰国者・接触者相談センターにご相談ください。

　　・風邪の症状や37.5℃以上の発熱が４日以上続く方（解熱剤を飲み続けないといけない方も同様）

　　・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方

　○�なお、以下のような方は重症化しやすいため、この状態が２日程度続く場合には、帰国者・接触者

相談センターにご相談ください。

　　・�高齢の方、糖尿病や心不全や呼吸器疾患（ＣＯＰＤ等）の基礎疾患がある方や透析を受けている方、

免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方

　（妊婦の方へ）

　　�　妊婦の方は念のため、重症化しやすい方と同様、早めに帰国者・接触者相談センターにご相談く

ださい。

　（お子様をお持ちの方へ）

　　�　小児については、現時点で重症化しやすいとの報告はなく、新型コロナウイルス感染症について

は、目安どおりの対応をお願いします。

　○�なお、現時点では新型コロナウイルス感染症以外の病気の方が圧倒的に多い状況であり、インフル

エンザ等の心配があるときには、通常と同様に、かかりつけ医等にご相談ください。

３　相談後、医療機関にかかるときのお願い

　○�帰国者・接触者相談センターから受診を勧められた医療機関を受診してください。複数の医療機関

を受診することはお控えください。

　○医療機関を受診する際にはマスクを着用するほか、手洗いや咳エチケットの徹底をお願いします。

　　※咳エチケット

　　　　咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖を使い口や鼻を押さえる

各種相談はこちら
一般的な相談はこちら
　▶厚生労働省電話相談窓口　０１２０－５６５―６５３
　▶余市地域保健支所　０１３５－２３－３１０４
感染が疑われる方はこちら
　▶帰国者・接触者相談センター　０１３６－２３－９１５７
小学校等の臨時休校に対応する保護者支援等のコールセンターはこちら
　▶学校等休業助成金・支援金等相談コールセンター　０１２０－６０－３９９９
中小企業の経営相談に関してはこちら
　▶北海道本部企業支援部企業支援課　０１１－２１０－７４７１

新型コロナウイルス感染症とは
　発熱やのどの痛み、咳が長引くこと（１週間前後）が多く、強いだるさ（倦怠感）を訴える方が多いのが

特徴です。感染しても軽症であったり、治る例も多いのですが、季節性インフルエンザと比べ、重症化する

リスクが高いと考えられます。重症化すると肺炎になり、死亡例も確認されていますので注意しましょう。

特にご高齢の方や基礎疾患のある方は重症化しやすい可能性が考えれます。

　新型コロナウイルスは飛沫感染と接触感染により感染します。空気感染は起きていないと考えらえていま

すが、閉鎖した空間や近距離での多人数の会話などには注意が必要です。

飛沫感染
感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスが放出され、他の方がそのウイル

スを口や鼻などから吸い込んで感染します。

接触感染
感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、その手で周りの物に触れるとウイルスがつきます。

他の方がそれを触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触ると粘膜から感染します。



� 広報ふるびら�2020.4 18

� 情報

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
）、

医
科
・
歯
科
幹
部
、
自
衛
官
候
補
生
・
一

般
曹
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
候

補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
の
採
用
年
齢
が

18
歳
以
上
33
歳
未
満
に
な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

市
民
審
査
員
募
集

①
活
動
日
程

　

次
の
中
の
３
～
４
時
間
程
度

　

６
月
13
日
㈯
11
時
半
～
19
時
半

　

６
月
14
日
㈰
９
時
～
22
時

②
活
動
場
所

　

札
幌
市
中
央
区
（
大
通
り
公
園
周
辺
）

③
活
動
内
容

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
お

け
る
演
舞
の
審
査

④
募
集
要
綱

　

応
募
用
紙
を
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

し
く
は
電
話
で
取
り
寄
せ
の
う
え
、
４
月

17
日
㈮
（
必
着
）
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

　

実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１-

２
３
１-

４
３
５
１

北
海
道
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

①
採
用
予
定

　

男
性
Ａ
区
分　

１
２
０
名
程
度

　

女
性
Ａ
区
分　

40
名
程
度

　

男
性
Ｂ
区
分　

35
名
程
度

　

女
性
Ｂ
区
分　

15
名
程
度

②
受
付
期
間　

４
月
８
日
㈬
ま
で

③
第
１
次
試
験　

５
月
16
日

④
第
２
次
試
験　

６
月
中
旬
～
７
月
上
旬

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
方
面
余
市
警
察
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

０
１
１
０

労
働
基
準
監
督
官
を
募
集
し
ま
す

　

人
事
院
・
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
者

の
権
利
を
守
る
労
働
基
準
監
督
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
８
日
㈬

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html

②
受
験
資
格

・
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
な
ど
別

に
定
め
る
も
の

③
第
１
次
試
験　

６
月
７
日
㈰

④
第
２
次
試
験

　

７
月
14
～
16
日
の
内
の
指
定
日

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

　

又
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監
督
署

国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務
署

に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

①
受
験
資
格

・
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
な
ど
別

に
定
め
る
も
の

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間

　

３
月
27
日
㈮
９
時
～
４
月
８
日
㈬

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html

③
第
１
次
試
験

・
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験

　

６
月
７
日
㈰

④
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

６
月
30
日
㈫
９
時

⑤
第
２
次
試
験

・
人
物
試
験
、
身
体
検
査

　

７
月
８
日
㈬
～
17
日
㈮
の
う
ち
指
定
日

⑥
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
18
日
㈫

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　

☎
０
１
１-

２
３
１-

５
０
１
１

海
上
保
安
官
・
海
上
保
安
学
校
学
生
を
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
３
年
４
月
採

用
の
海
上
保
安
官
、
令
和
２
年
10
月
採
用

の
海
上
保
安
学
校
学
生(
特
別)

を
募
集
し

ま
す
。

①
待
遇

　

海
上
保
安
官
及
び
学
生
と
も
に
入
学
金
、

授
業
料
が
一
切
不
要
で
、
入
学
と
同
時
に
国

家
公
務
員
と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら
れ
、
毎

月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
受
験
資
格
及
び
試
験
区
分

・
海
上
保
安
官

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
以
下
同

じ
。
）
を
卒
業
し
た
者
、
及
び
令
和
３
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者
等
。

・
海
上
保
安
学
校
（
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム

課
程
）

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
13
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
、
及
び
令
和
２
年
９
月
ま
で
に
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者
等
。

③
申
込
受
付
期
間

・
海
上
保
安
官

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
８
日
㈬

　

郵
送
・
持
参

　

３
月
27
日
㈮
～
３
月
30
日
㈪

・
海
上
保
安
学
校

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

３
月
27
日
㈮
～
４
月
３
日
㈮

　

郵
送
・
持
参

　

３
月
27
日
㈮
～
３
月
30
日
㈪

④
第
１
次
試
験

・
海
上
保
安
官　

６
月
７
日
㈰

・
海
上
保
安
学
校　

５
月
10
日
㈰

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
３
４-

27-

６
１
１
８

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み
海

外
研
修
交
流
事
業　
参
加
者
募
集
中

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
６
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
が
目
的
で
す
。
お
ひ
と
り
で
参
加
さ
れ

る
方
が
７
割
以
上
、
は
じ
め
て
海
外
へ
行

く
方
も
多
く
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
お
友

達
と
の
出
会
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

仲
間
づ
く
り
の
指
導
も
あ
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

①
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、文
化
交
流
、学
校
体
験
、

　

英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動

②
研
修
先

　

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン

③
日
程

　

７
月
25
日
～
８
月
15
日
の
う
ち
、
９
～

15
日
間　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

④
対
象

　

小
３
～
高
３
の
方
ま
で

　

※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

⑤
参
加
費

　

37
・
８
～
59
・
８
万
円

⑥
締
め
切
り

　

５
月
27
日
㈬
※
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

◇
お
問
合
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
03-

６
４
１
７-

９
７
２
１

　

http://www.kskk.or.jp

「
看
護
の
日
」
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

　

５
月
12
日
は
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生

日
に
ち
な
み
、「
看
護
の
日
」
と
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。『
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
』

そ
ん
な
想
い
で
、
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
を

実
施
し
ま
す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
日
時　

５
月
13
日
㈬
10
～
14
時
半

②
場
所　

余
市
協
会
病
院

③
対
象　

北
後
志
５
町
村
在
住
の
中
高
生

④
内
容　

院
内
見
学
・
看
護
師
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
体
験
・
看
護
体
験
（
血
圧
測

定
・
車
い
す
移
乗
他
）
・
患
者
体
験
・
病

院
食
体
験

⑤
締
め
切
り　

５
月
１
日
㈮

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
協
会
病
院
第
１
病
棟

　

☎
０
１
３
５-

23-

３
１
２
６

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
お
知
ら
せ

■
令
和
２
年
度
の
保
険
料
率
改
定

　

令
和
２
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・
41
％
（
プ
ラ
ス

０
・
10
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

79
％（
プ
ラ
ス
０
・
06
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り

ま
す
。
健
康
保
険
及
び
介
護
保
険
料
率
の

引
き
上
げ
に
関
し
ま
し
て
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
協
会
け
ん
ぽ
の
検
診

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年
度
内

に
１
回
、
加
入
者
の
皆
さ
ま
の
検
診
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
35
～
74
歳
の
被

保
険
者
（
ご
本
人
）
様
へ
は
、
が
ん
検
診
を

含
め
た
充
実
し
た
検
診
項
目
の
「
生
活
習
慣

病
予
防
検
診
」
を
、
40
～
74
歳
の
被
保
険
者

（
ご
家
族
）
様
へ
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」

の
２
つ
の
検
診
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
に
も
年
に
１
度
は
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
お
問
合
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

　

北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２（
代
表
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
苦
情
審
査
委
員
制
度

　

北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る
制
度
が
、
「
北
海
道
苦
情
審

査
委
員
」
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利

害
に
係
わ
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、
「
苦
情
審

査
委
員
」
に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
「
苦
情
審
査

委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な
立
場
か
ら
、

道
の
関
係
機
関
に
対
し
必
要
な
調
査
等
を

行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に

不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、

道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
に

配
慮
し
ま
す
。

○
苦
情
申
立
て
窓
口
は
道
庁
の
『
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー
』
か
各
総
合
振
興
局
の
総
務
課
。

○
苦
情
申
立
書
の
つ
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
立
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
立
て
は
苦
情
申
立
書
に
必
要
な
事
項

を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１-

２
０
４-
５
５
２
３

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

４
月
15
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

※
相
談
は
１
人
30
分
ま
で
。
要
事
前
予
約

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
町
役
場
総
務
部
総
務
課
行
政
係

　

☎
０
１
３
５-

21-

２
１
１
１

日
本
縦
断
こ
こ
ろ
旅
２
０
２
０
春
の
旅

こ
こ
ろ
の
風
景
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
！

　

当
番
組
で
は
、
皆
さ
ま
の
こ
こ
ろ
に
残

る
『
何
気
な
い
風
景
』『
思
い
出
の
風
景
』

『
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
』『
み
ん
な
に
伝
え

た
い
風
景
』『
音
の
記
憶
と
重
な
る
情
景
』

を
お
手
紙
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
お
手
紙
募
集
の
締
め
切
り

　

６
月
１
日
㈪
必
着

②
放
送
予
定

　

７
月
６
日
㈪　

７
月
10
日
㈮

　

７
月
13
日
㈪　

７
月
17
日
㈮

③
投
稿
方
法

　

は
が
き
・
封
書
で
〒
１
５
０-

８
０
０

１
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ
送
付
（
住
所
不
要
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

03-

３
４
６
５-

１
３
２
７

　

番
組
Ｈ
Ｐ　

「
こ
こ
ろ
旅
」
で
検
索

◇
お
問
合
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
６
６-

０
６
６



� 広報ふるびら�2020.4 20

� 情報

し
尿
収
集
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

令
和
２
年
７
月
１
日
か
ら
し
尿
収
集
料

金
を
、
１
ℓ
あ
た
り
６
円
82
銭
か
ら
７
円

70
銭
に
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

し
尿
収
集
料
金
は
、
近
年
の
燃
料
費
や

人
件
費
の
高
騰
、
し
尿
収
集
量
の
減
少
に

よ
り
収
集
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、

本
年
７
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
料
金
を

改
定
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た
、
し
尿
収
集
運

搬
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
し
尿
収
集
を

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区分 現行 改定後 上昇額

20ℓあたり 136円 154円 18円

最低基本料金
（200ℓ） 1,364円 1,540円 176円

（参考）
一般家庭試算 3,001円 3,388円 387円

※表示料金は、消費税を含みます。（円未満四捨五入）
※�一般家庭の試算は、１世帯（2.47人平均）とし、

３カ月に１回の収集で、１回あたり440ℓ収集し
た場合の料金

◇
お
問
合
せ
先

　

北
後
志
衛
生
施
設
組
合

　

☎
０
１
３
５-

22-

４
４
８
９

確
定
申
告
期
限
延
長

～
余
市
税
務
署

　

今
般
、
政
府
の
方
針
を
踏
ま
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
申
告
所
得
税
、
贈
与
税
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
に
つ
い
て
、
４
月
16

日
㈭
ま
で
申
告
・
納
付
期
限
を
延
長
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
な
お
、
譲
渡
所
得
及

び
贈
与
税
に
関
す
る
申
告
相
談
が
希
望
の

方
は
、
４
月
10
日
㈮
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
告
所
得
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
振
替
納
税
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方

の
振
替
日
に
つ
い
て
も
、
申
告
所
得
税
は

５
月
15
日
㈮
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は

５
月
19
日
㈫
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

■
申
告
・
納
付
期
限 

延長前

申
告
所
得
税

３
月
16
日
㈪

個
人
事
業
者
の
消
費
税

３
月
31
日
㈫

贈
与
税

３
月
16
日
㈪

⇦

延長後

右
記
す
べ
て

４
月
16
日
㈭

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
お
近

く
の
税
務
署
で
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
ご
自
宅
等
か
ら
ス
マ

ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
申
告
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
が
可
能
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
必
要
な
事
項

を
入
力
し
て
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
い
た

だ
け
れ
ば
、
医
療
費
の
領
収
書
や
寄
附
金

の
受
領
証
な
ど
の
書
類
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
な
い
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
分
の
還
付
申
告
に
つ

い
て
は
、
５
年
間
申
告
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
申
告

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
税
務
署

　

☎
０
１
３
５-

22-

２
０
９
３

交
通
安
全
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

　

古
平
町
で
は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
の
交
通
安
全
に
ご
尽
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
活
動
内
容

　

児
童
生
徒
の
登
校
時
の
交
通
指
導
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
時
の
車
両
規
制
、
神
社
祭
典

時
に
交
通
指
導
な
ど

○
年
間
活
動
時
間

　

約
40
時
間
程
度
（
神
社
祭
典
除
く
）

○
資
格

・
普
通
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

・
原
則
と
し
て
町
内
に
居
住
し
て
い
る
68

歳
未
満
の
方

・
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
方

○
報
償

　

１
時
間
あ
た
り
１
０
０
０
円（
制
約
有
）

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
37
・
59
）

４
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

　
　
当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

４
月
５
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
(

☎
48-

５
０
０
０)

４
月
12
日
（
日
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
(

☎
21-

５
５
６
６)

４
月
19
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

�
(

☎
22-

３
９
８
９)

４
月
26
日
（
日
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

�

（
☎
23-

５
５
３
３)

４
月
29
日
（
水
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
(

☎
22-

３
８
４
３)

※�

余
市
協
会
病
院(

23-

３
１
２
６)

に
は
、

常
時
日
直
に
医
師
が
お
り
急
患
に
限
り

診
療
い
た
し
ま
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科



2020.4 広報ふるびら21

くらし／投稿

睦
ま
じ
い
ご
近
所
さ
ん
楽
し
く
て
昭
和
の
時
代
な
つ
か
し
き
か
な�

小
山
内　
い
お
子

少
し
ず
つ
良
く
な
る
事
を
願
ひ
つ
つ
味
覚
乏
し
い
朝
の
食
卓�

故　
金　
子　
寿　
子

新
年
の
箱
根
駅
伝
観
る
者
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
涙
で
終
る�

斎　
藤　
睦　
子

励
ま
し
つ
短
歌
十
年
友
逝
き
し
想
ひ
で
尽
き
ぬ
涙
溢
る
る�

坂　
本　
信　
子

頬
を
さ
す
冷
た
き
風
の
朝
の
海
け
あ
ら
し
流
れ
羽
衣
の
ご
と�

佐
々
木　
と
も
子

平
ら
か
な
こ
の
年
つ
づ
く
を
願
ひ
つ
つ
壁
の
暦
を
て
い
ね
い
に
替
ふ�

鈴　
木　
時　
子

小
さ
く
も
鏡
餅
等
供
へ
た
る
ホ
ー
ム
の
部
屋
も
お
正
月
来
る�

田　
中　
香　
苗

穏
や
か
に
子ね

年
を
迎
へ
二
年
目
の
令
和
と
な
り
て
平
和
の
祈
り�

玉　
谷　
美
都
子

冬
の
間
の
運
動
不
足
週
一
の
身か
ら
だ体
ほ
ぐ
し
て
転
倒
防
止�

寺　
田　
カ
ツ
子

古
平
町
岬
短
歌
会

潮
の
音
で
始
ま
る
校
歌
卒
業
す

春
め
き
ぬ
光
咥
へ
て
海
猫
翔
ち
ぬ

北
窓
も
心
の
窓
も
開
き
け
り

�

渡　
辺　
嘉　
之

わ
だ
か
ま
り
素
早
く
解
け
て
山
笑
う

鳥
帰
る
一
糸
乱
れ
ぬ
ワ
ン
チ
ー
ム

春
時
雨
音
な
き
音
に
夢
覚
め
て

�

室　
谷　
弘　
子

し
き
た
り
は
孫
が
豆
撒
き
祖
父
が
鬼

苦
学
生
父
母
共
に
桜
咲
く

初
物
の
鰊
添
え
ら
れ
夕
餉
か
な

�

吉　
田　
金　
治

娘
は
嫁
ぎ
母
は
一
人
で
雛
飾
る

健
康
は
吾
れ
の
勲
章
山
笑
う

守
ら
れ
て
兄
の
一
言
涅
槃
西
風

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

本の海より ～今年度の新刊で一番借りられた本は・・・ ～

　78歳のハナは東京で営んでいた酒店を
息子に譲り、近所で夫と隠居生活を送っ
ている。娘や孫に囲まれて幸せな余生を
過ごしているハナだったが・・・。

～文学第１位 「すぐ死ぬんだから」～

　１年間で210冊の新刊を取りそろえましたが、その中で

人気の高かった本は次のとおりです。やっぱり話題の本が

多いのですが、その中でも心にしみるいいお話がよく読ま

れているようです。これからもそんないい本をたくさんご

紹介していきたいと思っております。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館暮らしの書　ベスト５

１　100歳まで元気でいるための正しい歩き方 
� 関口　正彦

２　60代からの暮らしはコンパクトがいい� 本多　京子

３　樹希樹林120の遺言� 樹希��樹林

４　人間は９タイプ� 坪田　信貴

５　栗原さんちのおやつの本� 栗原はるみ

文学書　ベスト５
１　すぐ死ぬんだから� 内館　牧子

２　宝島� 新藤　順丈

３　人間� 又吉��直樹

４　百花� 川村　元気

５　平場の月� 朝倉かすみ
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４
月
号

令
和
２
年
３
月
27
日
発
行
第
５
３
３
号

■
編
集
／
発
行

：

古
平
町
役
場
総
務
課
情
報
防
災
係

　
古
平
町
大
字
浜
町
40
番
地
４
　

☎（
代
）42

－

２
１
８
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
:/

/
to

w
n
.fu

ru
b
ira

.lg
.jp

/

■
印
刷

：（
株
）総
北
海

◎
現
金

　
　
３
０
０
，
０
０
０

　
　
大

　
島

　
敏

　
子

 

（
御
崎
町
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口� 2,990人�（－14）

　男� 1,398人�（－６）

　女� 1,592人�（－８）

世帯数�1,744世帯�（－６）

上記のうち

外国人� 53人�（�0�）

　男� 6人�（�0�）

　女� 47人�（�0�）

令和２年２月末日現在
住民基本台帳人口

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

 

氏
　 

名 

年
齢 

死
去
月
日 

町
内

藤ふ
じ

田た

　
　
孝

た
か
し

さ
ん 

82
歳 

２
・
16 

沢
江
町

荒あ
ら

木き

　
直な

お

治じ

さ
ん 

86
歳 

２
・
17 

丸
山
町

斉さ
い

藤と
う

　
フふ

ミみ

さ
ん 

91
歳 

２
・
17 

清
　
住

大お
お

島し
ま

　
政ま

さ

則の
り

さ
ん 

82
歳 

２
・
20 

御
崎
町

茂し
げ

野の

　
マま

ツつ

さ
ん 

97
歳 

３
・
３ 

浜
　
三

ふるびらゆき灯りの路
　２月15日、文化会館前で古平町
商工会主催の『ふるびらゆき灯り
の路』が開かれました。会場には、
378つの優しい光と、雪の滑り台な
どで楽しむ子どもたちの元気あふれ
る声が響いていました。文化会館の
ロビーでは、甘酒やココア、おでん
などを提供しており来場者で賑わっ
ていました。延べ約500人が集まっ
た古平のゆき灯り。訪れた人は「今
までになく大規模で驚きました。毎
年続けてほしいです」と話していま
した。

　３月３日はひなまつり会が開かれました。ひなまつりの由来や意味を学び、各クラスで制作した
雛人形を披露したり、ゲームを楽しみました。保育士の「これは誰かな～？」の質問に「おひなさ

ま～！」「三人官女～！」と答える
ことができていました。
　園児がみんな楽しみにしている
「生き雛」のくじ引きでは、くじで
選ばれた数人が衣装を着てひな壇に
登り「うれしいひなまつり」を元気
いっぱい歌い大喜びでした♪
　たいよう組の大山蘭ちゃんは「お
ひなさまに当たらなかったのは残念。
でも、雛人形は上手にできたし、給
食のさくらゼリーがとっても美味し
くて楽しかったです。」と話してく
れました。

幼児センターひなまつり会
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